
伊万里市役所 検索：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。

▷所得が低い人などへの保険料の軽減

年間の
保険料

１人当たり

51,800円

均等割額
被保険者に係る基礎控除（33 万円）
後の総所得金額 × 9.88％

所得割額
＝ ＋

▷被用者保険の被扶養者だった人の軽減

『基礎控除後の総所得金額』が 58 万円以下の人 ５割軽減

『基礎控除（33 万円）』を超えない世帯で、そ
の世帯の被保険者全員の各所得（年金の場合は、
年金収入から 80 万円を差し引いた額を使用）
の合計が０円となる世帯

『基礎控除（33 万円）』を超えない世帯

『基礎控除（33 万円）＋ 26.5 万円 × 被保険者数』
を超えない世帯

『基礎控除（33 万円）＋ 48 万円 × 被保険者数』
を超えない世帯

９割軽減 均等割額  　5,100円

8.5割軽減 均等割額  　7,700円

５割軽減 均等割額  25,900円

２割軽減 均等割額  41,400円

■保険料が軽減される場合

所得などに応じて、以下のような軽減措置が設けられています。軽減を受けるために、改めて手続きする必要は
ありません。

世帯内の後期高齢者医療制度の被保険者全員と世帯主の総所得金額などの合計額が次の場
合は、均等割額が軽減されます。

均等割額

※年金収入のみの場合は、年金収入 153 万円から 211 万円までの被保険者が該当します。

後期高齢者医療制度に加入する前日において、被用者保険（健康保険組合や共済組合など）
の被扶養者だった人は、均等割額が９割軽減（年額 5,100 円）されるほか、所得割が賦
課されません。

所得割を負担する人で、賦課のもととなる所得金額（基礎控除後の総所得金額など）が次
の場合は、所得割額が軽減されます。

所得割額

保険料は、被保険者１人当たりいくらと決める『均等割額』と、被保険者の所得に応じて決める『所得割額』を
合計した額（限度額 57 万円）です。今回の保険料率は、平成 27 年度と同じです。

■保険料の計算方法（平成 28 年度・29 年度分）

後期高齢者医療制度では、法律により２年ごとに保険料率を決定しています。今回の見直しで１人当
たりの医療費の増加などにより保険料率の上昇が見込まれましたが、県財政安定化基金や剰余金の活
用により、据え置くこととなりました。

後期高齢者医療制度
平成 28 年度・29 年度の 保険料率のお知らせ

● 問合先  長寿社会課医療保険係（　 ☎㉓２１５３）
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入院と在宅療養の負担の公平化を図るため、４月１日から健康保険および後期高齢者医療制度の入院
時食事代の標準負担額が引き上げられました。

入院時食事代の標準負担額が改定されました

対象者
改定前

（H28.3 まで）
改定後

（H28.4 から）

住民税課税世帯 260 円 360 円

住民税非課税世帯

低所得者Ⅱ

過去１年間の入院が 90 日まで 210 円 （変更なし）

過去１年間の入院が 90 日を超える 160 円 （変更なし）

低所得者Ⅰ（※） 100 円 （変更なし）

■入院時食事代の標準負担額（１食当たり）

（※）低所得者Ⅰ：70 歳以上の住民税非課税世帯の人で、その世帯の各所得（年金の場合は、年金収入

から 80 万円を差し引いた額を使用）の合計が０円。

● 問合先  長寿社会課医療保険係（　 ☎㉓２１５３）

『市税口座振替推進ダブルキャンペーン』を実施します
● 問合先  税務課収納対策室（　 ☎㉓２１５２）

市では市税の口座振替を推進するため、『市税口座振替推進ダブルキャンペーン』を実施します。
期間中に対象となる市税の口座振替を新規登録完了した人にクオカードを進呈。さらに、キャンペー
ン期間終了後、抽選で市特産品を進呈します。
まだ口座振替をしていない人は、この機会にぜひ便利で確実な口座振替を利用しませんか。

● 期　間　　４月 11 日（月）〜 12 月 28 日（水）

● 対象税目　集合徴収市税（市県民税・国民健康保険税・固定資産税）
　　　　　　※軽自動車税、法人市民税は対象外です。

● 対象者　　期間内に、新規に口座振替の登録を完了した人
　　　　　　※平成 28 年度に課税がある人に限ります。
　　　　　　※平成 27 年度以前の市税に滞納がある人は対象外です。

● 賞　品　　①クオカード 500 円分（先着 1,000 人）
　　　　　　②市特産品 3,000 円相当（抽選 50 人）

● 申込方法　納税通知書、通帳、銀行お届け印を持参し、振替を希望する金融機関または税務課で手続き
してください。

　　　　　　※口座振替登録の完了には時間がかかる場合がありますので、早めにお申し込みください。

● 賞品発送　①クオカード：口座振替登録完了後、随時発送
　　　　　　②市特産品：抽選後、平成 29 年３月ごろ発送予定
　　　　　　※①・②の結果発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。

● 利用できる金融機関（本店・支店・出張所・本所・支所を含む）
　　　　　　佐賀銀行、親和銀行、西日本シティ銀行、佐賀共栄銀行、伊万里信用金庫、佐賀西信用組合、
　　　　　　伊万里市農業協同組合、九州労働金庫、ゆうちょ銀行（郵便局）

　　　　　　※申し込みの手続きは、上記の市内金融機関でお願いします。

クオカード・市特産品を進呈
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▽
補
助
金
額
　
10
万
円
以
内

●

募
集
期
限

　
４
月
28
日
（
木
）

●

応
募
方
法

　
ま
ち
づ
く
り
課
、
各
町
公
民
館
、

市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
図
書
館
、

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け

の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

●

応
募
・
問
合
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

あ
な
た
の
夢
を
実
現
！

『
ゆ
め
づ
く
り
事
業
』
を
募
集
し
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
活

動
を
支
援
す
る
『
伊
万
里
市
21
世

紀
市
民
ゆ
め
づ
く
り
計
画
支
援
事

業
』
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
事
業

を
募
集
し
ま
す
。

●

応
募
で
き
る
団
体

　
市
内
で
活
動
す
る
３
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で
、
う
ち
１
人
は
成

人
で
、
会
員
の
過
半
数
が
市
内

在
住
・
在
勤
の
人
で
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と

●

対
象
事
業

　（
支
援
期
間
・
補
助
金
額
）

①
具
体
的
な
事
業
を
行
う『
ま
ち
づ

く
り
計
画
実
施
事
業
』

▽
支
援
期
間
　
最
長
３
年
間

▽
補
助
金
額
　
50
万
円
以
内

※
３
年
間
の
補
助
金
総
額
は

１
０
０
万
円
以
内

②
ア
イ
デ
ア
や
計
画
を
調
査
・
研

究
す
る
『
ア
イ
デ
ア
立
案
事
業
』

▽
支
援
期
間
　
１
年
間

平成27年度『21世紀市民ゆめづくり計画支援事業』
で採択された６件の事業について、実施団体がそ
の成果を発表します。お気軽にご参加ください。

● 日　時　４月 14 日（木） 

午後７時〜９時

● 場　所　市民センター

文化ギャラリー

● 採択事業（報告団体）　

①地域交流拠点施設を核とした高齢者支援活動事業〜

在宅介護と地域防災にかかる支援システムの構築

〜（特定非営利活動法人 NPO 栄町地域づくり会）

②板木法行太鼓保存育成事業（板木法行太鼓保存会）

③伊万里２
に く

９１
じ ゅ う

０プロジェクト・新ご当地グルメの広

報事業（伊万里２９１０プロジェクト実行委員会）

④温故知新　親子でふるさと探検・体験ツアー

（伊万里市観光ボランティアガイドの会）

⑤和太鼓ふれあい事業（伊万里太鼓の会）

⑥子育てしやすいまちづくり事業

（伊万里子育て支援ネットワーク育
ハグ

ピース）

● 参加料　無　料

● 問合先　まちづくり課まちづくり推進係

（　 ☎㉓２１１４）

昨年の報告会の様子

ゆめづくり事業成果報告会
あなたも参加しませんか

歌
手
を
育
成
。
ま
た
、
地
元
民
謡

の
発
掘
・
保
存
活
動
に
も
尽
力
す

る
な
ど
、
多
大
な
功
績
が
認
め
ら

れ
、
平
成
14
年
に
日
本
民
謡
協
会

の
『
民
謡
功
労
章
』
を
、
そ
し
て

昨
年
10
月
に
は
『
民
謡
技
能
章
』

を
受
章
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
江え

頭と
う

興お
き

宣の
ぶ

副
市
長
か

ら
、
伊
万
里
焼
の
陶
板
を
あ
し

ら
っ
た
観
光
大
使
の
盾
を
手
渡
さ

れ
た
渕
さ
ん
は
、「
観
光
大
使
へ
の

就
任
を
機
会
に
、
今
ま
で
以
上
に

地
元
の
民
謡
を
全
国
に
発
信
し
、

伊
万
里
を
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
２
月
28
日
、
松
浦
町
に
在
住
す

る
民
謡
歌
手
の
渕ふ

ち 
英え

い

詔し
ょ
う

さ
ん
に

『
伊
万
里
市
観
光
大
使
』
を
委
嘱

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
社
会
の
各

分
野
で
活
躍
す
る
人
に
、
伊
万
里

の
物
産
や
歴
史
・
文
化
、
豊
か
な

自
然
な
ど
を
広
く
発
信
し
て
も
ら

い
、
誘
客
や
観
光
振
興
に
つ
な
げ

る
た
め
に
、
平
成
25
年
１
月
に
創

設
し
た
も
の
で
、
今
回
で
４
人
目

と
な
り
ま
す
。

　
渕
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
大

会
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
大
会

で
活
躍
し
た
ほ
か
、
積
極
的
に
後

進
の
指
導
に
も
当
た
り
、
多
く
の

            

渕 

英
詔
さ
ん
を

市
観
光
大
使
に
委
嘱

民
謡
歌
手

↓江頭副市長（右）から観光大使の盾を贈られた
渕 英詔さん（左）。（中央は妻・英糸枝さん）

渕　英詔（ふち  えいしょう）さん

民謡平成会会主。自身の卓越した芸風

と格調高い歌唱力に加え、後進の指導

にも尽力し、全国に約 150 人の門下

生を持つ。民謡功労章と民謡技能章の

２つの受章は、九州で２人目となる快

挙。松浦町在住。72 歳。
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■
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
、

自
動
車
や
工
場
・
事
業
場
な
ど

か
ら
排
出
さ
れ
る
大
気
中
の
窒

素
酸
化
物
、
揮
発
性
有
機
化
合

物
な
ど
が
太
陽
か
ら
の
紫
外
線

を
受
け
、
光
化
学
反
応
を
起
こ

し
て
作
り
出
さ
れ
る
物
質
の
総

称
の
こ
と
で
す
。

　
濃
度
が
高
く
な
る
と
、
目
が

チ
カ
チ
カ
す
る
、
の
ど
が
痛
む

な
ど
の
健
康
被
害
が
み
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
濃
度
（
１
時
間
値
）
が
０
・

12
ｐ
ｐ
ｍ
以
上
に
な
り
、
気
象

条
件
か
ら
み
て
大
気
汚
染
の
状

況
が
継
続
す
る
と
認
め
ら
れ
る

と
き
に
注
意
報
を
発
令
し
ま
す
。

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
春
か
ら
秋
ま
で
に
か
け
て
の
晴

れ
た
日
に
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
（
微
小
粒
子
状
物
質
）
は
冬
か
ら
春

ま
で
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
高
濃
度
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
大
気
汚
染
物
質
に
関
す
る
情
報
は
、県
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
伊
万
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
デ
ー
タ
放
送
、
西

海
テ
レ
ビ
の
Ｌ
字
放
送
、
各
町
公
民
館
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
情
報
を
入
手
し
て
適
切
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

大
気
汚
染
物
質
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
Ｐ
Ｍ
２
・
５

●

問
合
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係
（ 

　
☎
㉓
２
１
４
４
）

■
Ｐ
Ｍ
２
・
５

（
微
小
粒
子
状
物
質
）

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
（
微
小
粒
子
状
物

質
）と
は
、粒
径
２
・
５
μ
マ
イ
ク
ロ

ｍミ
リ（
２
・

５
ｍ
ｍ
の
千
分
の
１
）
以
下
の

粒
子
状
物
質
で
す
。
粒
子
が
非

常
に
小
さ
く
肺
の
奥
深
く
ま
で

入
り
や
す
い
た
め
、
喘ぜ
ん
そ
く息
や
気

管
支
炎
な
ど
の
呼
吸
器
系
疾
患

へ
の
影
響
の
ほ
か
、
肺
が
ん
リ

ス
ク
の
上
昇
や
循
環
器
系
へ
の

影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
濃
度

が
１
日
平
均
１
㎥
当
た
り
70
μ
マ
イ
ク
ロ

ｇグ
ラ
ム

（
国
の
暫
定
指
針
値
）
を
超

え
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
、
午

前
７
時
30
分
と
午
後
０
時
30
分

を
め
ど
に
注
意
喚
起
を
し
ま
す
。

■
注
意
報
な
ど
が発

令
さ
れ
た
ら

▽
外
出
を
控
え
、
屋
外
で
の
激
し

い
運
動
は
自
粛
し
ま
し
ょ
う
。

▽
屋
内
で
は
、
換
気
や
窓
の
開
閉

を
必
要
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

安全・安心情報を手に入れよう

『防災ネット あんあん』

防災ネットあんあん
佐賀県情報QRコード

登録はこちら←

※携帯電話のバーコードリーダー機能で
撮影すると、簡単に登録サイトへ進む
ことができます。

『生活情報』の『光化学オキシダント・
PM2.5 情報』にチェックを入れてく
ださい。

▷防災ネットあんあん　http://esam.jp/

● 問合先　佐賀県統括本部消防防災課
（☎０９５２㉕７０２７）

減らそうごみ・生かそう資源

ごみの分別区分を一部変更しています
ごみ処理施設の移行（黒川町→松浦町）に伴い、１月から『燃えないごみ』（黄袋と赤袋）の分別区分を
変更しています。これにあわせて黄袋と赤袋に表示しているごみの種類も変更していますが、まだ、変
更前の袋が販売されていたり、家庭に残っていたりします。変更前の袋も引き続き使用できますが、ご
みは新しい分別区分で出してください（変更前の分別区分で出されたごみは、収集することができません）。

▷『黄　袋』　空き缶、金属類、ガラス類、陶磁器類、複合素材

▷『赤　袋』　ビン類 のみ

※ コップや鏡などは、黄袋に入れてください。
※ビン類（赤袋）は、ふたが付くようなガラス製容器のことです。

● 問合先　環境課リサイクル推進係（　 ☎㉓２１４５）

燃えないごみ（新しい分別区分）

〜 ごみの減量化・資源化を推進しよう 〜
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先
月
、
東
京
に
出
張
し
て
い

た
と
き
の
こ
と
で
す
。
早
朝
か

ら
電
車
を
乗
り
継
ぎ
、
羽
田
空

港
ま
で
あ
と
少
し
と
い
う
辺
り

で
、
朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
時

間
帯
に
な
り
ま
し
た
。
駅
の
ホ
ー

ム
は
人
で
あ
ふ
れ
、
や
っ
と
の
思

い
で
車
内
に
乗
り
込
む
と
、
人
ご

み
の
圧
迫
感
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
雑
踏
に

紛
れ
て
生
活
し
て
い
る
東
京
の

人
は
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
本
を
読

ん
だ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

い
じ
っ
た
り
と
い
た
っ
て
普
通
。

私
に
は
、
東
京
で
の
生
活
は
と

て
も
無
理
の
よ
う
で
す
。

　

ひ
と
昔
前
は
、
吉
幾
三
の
『
俺

ら
東
京
さ
行
ぐ
だ
』
の
歌
詞
に
あ

る
よ
う
に
、
多
く
の
若
者
は
都
会

に
憧
れ
、
故
郷
を
去
っ
て
い
っ
た

も
の
で
す
。
私
も
、
若
い
頃
は
東

京
に
出
て
働
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
今
は
、
通
勤
に

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
奪
わ
れ

る
都
会
よ
り
も
、
田
舎
で
ゆ
っ
た

り
と
過
ご
し
た
ほ
う
が
良
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
歳
を

と
っ
た
証
拠
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

昨
今
、
日
本
中
で
話
題
に
な
っ

て
い
る
地
方
創
生
は
、
魅
力
あ
る

地
域
を
築
き
、
若
者
の
都
会
へ
の

流
出
を
い
か
に
防
ぐ
か
、
あ
る
い

は
都
会
か
ら
若
者
を
呼
び
戻
す

こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

伊
万
里
市
は
、
一
人
の
女
性

が
一
生
の
う
ち
に
出
産
す
る
子

ど
も
の
平
均
数
、
い
わ
ゆ
る
合
計

特
殊
出
生
率
が
２
・
06
と
全
国
で

も
か
な
り
高
い
ほ
う
で
す
。
し
か

し
、
人
口
減
少
が
止
ま
ら
な
い
の

は
、
多
く
の
人
が
高
校
卒
業
と
同

時
に
進
学
や
就
職
な
ど
で
市
外

へ
転
出
し
て
い
る
状
況
が
あ
り

ま
す
。
伊
万
里
に
は
仕
事
が
無
い

か
ら
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

は
、
市
内
の
誘
致
企
業
は
人
が
足

ら
な
い
と
嘆
か
れ
て
い
ま
す
。

　

都
会
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
も
な
い
伊
万
里
で

働
き
、
伊
万
里
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
る
若
者
が
一
人
で
も
市
内
に
と

ど
ま
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
た
東
京

で
の
出
来
事
で
し
た
。

　

４
月
は
、
就
職
や
進
学
な
ど
で

多
く
の
若
者
が
伊
万
里
を
旅
立

ち
ま
す
。
都
会
に
疲
れ
た
ら
、
ふ

る
さ
と
伊
万
里
は
い
つ
で
も
帰

り
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
回
帰

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

　
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
て
整

備
を
進
め
て
い
た
南
波
多
町
大
川

原
区
の
自
治
公
民
館
の
建
て
替
え

工
事
が
３
月
に
完
了
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
誰
も
が
利

用
し
や
す
い
施
設
と
な
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
さ
ら
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
住
民
の
自
主
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
推
進
す
る
た
め
の
施
設
の
建
設

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
収
入

を
財
源
と
し
て
い
て
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
や
普
及
を
広
報
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、『
佐
賀
県
ふ
る
さ
と
木
材

利
用
拡
大
推
進
事
業
』
を
活
用
し
、

県
産
木
材
を
使
用
し
た
こ
と
で
、

大
川
原
自
治
公
民
館
を
整
備

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進

↑入口に段差解消のためのスロープを取り
付けるなど利用しやすい施設として整備

木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
施

設
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
19
日
、
福
岡
ヤ
フ
オ
ク
！

ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
福
岡
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
オ
ー
プ
ン

戦
に
、
市
は
ゲ
ー
ム
ス
ポ
ン
サ
ー

と
し
て
協
賛
し
、
来
場
者
な
ど
約

３
万
人
に
市
の
観
光
や
地
域
産
品

な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
入
場
ゲ
ー
ト
サ
ン
プ
リ
ン
グ
や

ホ
ー
ク
ス
ビ
ジ
ョ
ン
、
ド
ー
ム
内

モ
ニ
タ
ー
な
ど
で
市
の
情
報
を
発

信
し
た
ほ
か
、
ド
ー
ム
内
２
か
所

に
伊
万
里
産
品
の
サ
ン
プ
ル
展
示

や
物
産
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
ガ

チ
ャ
マ
シ
ン
に
よ
る
抽
選
会
を
行

う
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
『
伊

万
里
』
を
売
り
込
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
試
合
開
始
前
に
は
、
少

年
野
球
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

福
岡
ド
ー
ム
で
３
万
人
に
伊
万
里
を
Ｐ
Ｒ

伊
万
里
”
ぎ
ゅ
〜
う
っ
と
”
ま
る
ご
と
祭
典
事
業

↑モニターに映し出された伊万里の映像と文字

↑ドーム内に設けられた伊万里物
産コーナー

る
始
球
式
や
、
野
球
選
手
と
子
ど

も
た
ち
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、

オ
ン
ユ
ア
マ
ー
ク
ス
を
実
施
す
る

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も

夢
の
よ
う
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。
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